
今夏の電力需給対策について 

 

関西広域連合では、関西電力管内における今夏の電力需給見通しについて、国が実施している

全国の電力需給見通しの検証を踏まえ、関西電力株式会社にデータ提供を求めるとともに、専門

家の意見も伺いながら検討を行った。 

本日開催した第３２回関西広域連合委員会においては、関西電力株式会社からの説明とともに、

関西広域連合エネルギー検討会電力需給等検討会議からの報告を受け、今夏を通じて一定の供給

予備力が確保される見込みであることを確認した。 

しかし、この電力需給見通しは、定着分とはいえ一定の節電量を見込んでいることから、電力

需給の安定化に向けては、この節電量を着実に実施していただくよう、府県民や事業者の皆様に、

しっかりと呼びかけていく必要がある。 

このため、関西広域連合としては、今夏の電力需給対策について、国や関西電力株式会社と連

携・協力し、次のように進めることとする。 

１ 関西電力管内における今夏の節電のお願い 

○ 期間：平成２５年７月１日（月）～平成２５年９月３０日（月）の平日 

（８月１３日（火）～１５日（木）を除く） 

○ 時間：９：００～２０：００ 

○ 内容：昨年並の節電の着実な実施（平成２２年夏と比べて９％削減を目安） 

（昨夏に取り組んでいただいたエアコン 28℃設定や不要時のこまめな消灯などの日常的な

節電行動を、無理のない範囲で着実に実施していただくことで、平成 22 年夏と比べて

約９％の削減が可能となります。） 

※ 目安の数値は、国の電力需給見通しにおいて見込んでいる関西電力管内の定着節電量で

ある平成２２年夏比▲８．７％を考慮して設定 

○ 留意事項 

・ 産業活動や病院、鉄道などのライフライン機能、都市機能等の維持に支障を

生じない範囲での協力をお願いする。 

・ 高齢者や乳幼児、体調が悪い方のおられるご家庭には、健康上支障のない範

囲での節電をお願いする。 

２ 関西の府県民や事業者の皆様に、省エネ型ライフスタイルへの転換に向けて、継続して節

電・省エネに取り組んでいただけるよう幅広く啓発活動を行う。 
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